
魚種（海域）：ヒラメ（日本海～津軽海峡海域）  

担当水試：中央水産試験場 

 

要約表 

評価年の基準 

（2012 年度） 
資源評価方法 

2012 年度の 

資源状態 

2012～2013 年度 

の資源動向 

2012年8月1日 

～2013年7月31日 
資源重量 中水準 横ばい 

＊生態については，別紙資料「生態表」を参照のこと。 

 

１．漁業 

(1) 漁業の概要 

 北海道においてヒラメ漁業は主に日本海から津軽海峡にかけて行われている。刺し網と

底建・定置網類での漁獲が多く，その他に沖合底びき網漁業や釣りなどで漁獲されている。

積丹半島を挟んで南北で主要な漁法が異なっており，北側の海域では刺し網類，南側では

底建網類による漁獲が多い（図 1）。周年漁獲対象となるが，特に産卵期の 5～7 月，索餌

期の 10～12 月に漁獲量が多くなる（図 1）。 

 

(2) 現在取り組まれている資源管理方策 

1995 年以降，未成魚保護のための資源管理協定に基づき，全長 35cm 未満の水揚げが制

限されており，漁獲があった場合は海中還元等の措置を講ずることとなっている。 

 栽培漁業対象魚種として 1996 年より種苗放流が行われている。公益社団法人北海道栽培

漁業振興公社（以下，栽培公社）羽幌事業所および瀬棚事業所で生産された約 8cm の種苗

が，宗谷管内から渡島管内にかけて延べ 220 万尾放流されている 1）。1996～2011 年（1～

12 月）における放流魚の漁獲物への混入率は北部海域で 1.3～14.0％，南部海域で 4.5～

12.1％と推定されている 2）。 

 

２．評価方法とデータ 

・漁獲統計の集計 

産卵盛期が 6～7 月頃であり，未成魚（1 歳魚）が秋季に新規加入することから，8 月 1

日を基準日（年齢起算日）として，8 月 1 日～翌年 7 月 31 日を単年度の集計期間とした。

漁獲量は 1985 年 8 月～2012 年 12 月については漁業生産高報告，2013 年 1～7 月について

は水試集計速報値から集計した。漁獲量の集計範囲は，稚内地区以西の宗谷総合振興局管

内，留萌振興局管内，石狩振興局管内，後志総合振興局管内，檜山振興局管内，渡島総合

振興局管内の函館市椴法華地区以西および八雲町熊石地区とした。 

・漁獲物の全長組成 

 評価範囲を地区間の漁獲動向の相似性に基づき次の 6 海域に区分し，海域ごとに漁獲物
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の全長組成を推定した。その方法は，主要産地で定期的に実施されている種苗放流魚の確

認調査における漁獲物全長測定結果（栽培公社とりまとめ）を，調査実施月・地区の漁獲

量で引きのばし，それらを合算した頻度分布を，未測定月・地区も含めた海域全体の漁獲

量で引きのばした。6 海域それぞれの全長組成を合算して評価範囲全体の全長組成とした。 

 ○道北海域：稚内市～留萌市（主な調査地区は豊富町，羽幌町など） 

 ○石狩湾東部海域：増毛町～小樽市（主な調査地区は増毛町，小樽市など） 

 ○石狩湾西部海域：余市町～積丹町（主な調査地区は余市町など） 

 ○後志西部海域：神恵内村～寿都町（主な調査地区は寿都町など） 

 ○道南海域：島牧村～上ノ国町（主な調査地区は瀬棚町，上ノ国町など） 

 ○津軽海峡海域：松前町～函館市椴法華（主な調査地区は福島町，北斗市上磯など） 

・漁獲物の年齢組成 

 後志総合振興局管内余市町に水揚げされた漁獲物を，盛漁期である 6～7 月と 11～12 月

の 2 時期にサンプリングし，生物測定と耳石輪紋による年齢査定 3)を行った。毎年・毎時

期の標本ごとに，体長-年齢関係を推定し，採集月の余市町水揚げ物の全長組成（前記）を

年齢組成に変換して，これを毎年の索餌期と産卵期における資源の年齢構成を指標するも

のとみなした。さらに，これら余市町の水揚げ物から得られた体長-年齢関係により，全海

域の漁獲物全長組成を年齢組成に変換し，年度別・年齢別漁獲尾数を得た。 

・資源量推定 

 年度別・年齢別漁獲尾数から VPA（次式）によって資源尾数や漁獲係数を推定した。年

齢は 1～5 歳以上の 5 クラスとし，各年度の 4 歳と 5 歳以上に対する漁獲係数が等しいと仮

定 4)して計算した。 
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ここで，a は年齢，ｙは年度を表す。Ｎa,y は資源尾数，Ca,y は漁獲尾数，Fa,y は漁獲係数，

M は自然死亡係数を表す。自然死亡係数は，田内・田中 5)の方法に基づき雌雄ごとに求め，

雄が雌より寿命が短いことを考慮して，1-3 歳時には 0.30，4 歳以上には 0.29 の値を与え

た（表 1）。雌雄込みの平均体重（表 1）を年齢別資源尾数に乗じて資源重量とした。 

 

３．資源評価 

(1) 漁獲量および努力量の推移 
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1985 年度からの漁獲量は 1999 年度を除いて 500～1,000 トンの範囲にあり，平均的には

増加傾向で推移している（表 2，図 2）。最低は 1985 年度の 454 トン，最高は 1999 年度の

1,343 トンである。1991，1999，2007，2011 年度など，その前後を含めた数年間に漁獲が

大きく増加する時期がみられた。南北両海域の漁獲動向は比較的似た傾向で推移している

が，2012 年度は南部海域で増加，北部海域では減少して，合計 811 トンであった。なお，

漁獲努力量を指標するデータは得られていない。 

 

(2) 現在(評価年)までの資源状態 

2005 年度以降の漁獲物の全長組成（図 3）から，漁獲尾数としては 400mm に満たないサ

イズの割合が多く，漁獲量が大きく増加した 2007 年度（図 2）は，400 ㎜台前半の漁獲が

多かった。2012 年度についても 400 ㎜台前半の割合が比較的大きかった。 

余市港に水揚げされた漁獲物の最少年齢は 1 歳で，2 歳で本格的に加入し 2～3 歳時に漁

獲の主対象となっている（図 4）。産卵期である春漁の漁獲物は索餌期の秋漁に比べ高齢

魚の割合が大きく，秋漁では 2012 年度を除いて 4 歳以上がほとんど漁獲対象となっていな

い。漁獲量が増加した 2007 年度は秋，春漁ともに 2 歳魚（2005 年級群）を中心に漁獲さ

れており，翌 2008 年度はこの 2005 年級群が 3 歳魚として漁獲の主体となった。同様に，

2011 年度は 2008 年級群が 3 歳魚として漁獲量増加に寄与し，さらに 2012 年度には 4 歳魚

として漁獲物の主体となった。 

 図 5，6 から，北海道海域のヒラメは，資源量がおよそ 2,000 トンから 3,000 トンの範囲

を大きな年変動なく推移しており，時折発生する豊度の高い年級群が 2～3 歳となる時期に

資源量や漁獲量が増加し，それらが 4 歳以降になると漁獲量が減少する，という変動の特

徴をもつとみられる。2000 年代は 2005 年級と 2008 年級が，それぞれ 1 歳時の資源尾数 329

万尾，372 万尾と比較的高い豊度で加入したことで，2007 年度や 2011 年度を中心に漁獲量

が増加した。 

資源尾数に対する漁獲尾数の割合（漁獲割合）は 2000 年代以降漸減傾向にある。これは

1，2 歳魚に対する漁獲割合の減少によるところが大きく（図 7），その背景には魚価の安

い小型魚の漁獲回避が進んでいる状況があると推察される。 

加入尾数（毎年度の 1 歳資源尾数）には一方向的な増減の傾向は認められず，2005 年級

が高豊度で加入したことで，それ以降の産卵親魚重量が増加し 2008 年級群が再び高豊度年

級となったことがわかる（図 8）。最近年の産卵親魚重量については VPA の前提条件に依

存した不安定な推定値であるが，少なくとも 90 年代よりは高い水準にあり，また，今後 1

～2 年間の資源を構成する 2011 年級も比較的高い豊度で加入した可能性がある。  

 

(3) 評価年の資源水準：中水準 

1997～2009 年度の資源重量の平均値を 100 として±40 の範囲を中水準，それより上下を

高水準，低水準と定義した。2012 年度の水準指数値は 106.6 なので中水準と判断される（図
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9）。 

 

(4) 今後の資源動向 横ばい 

漁獲量は 1997 年度以降，中水準の範囲内で変動しており，前記のように，2005 年級およ

び 2008 年級群の豊度が比較的高かったことで近年の資源量は相対的に高い水準となった。

2008 年級は 2012 年度においても 4 歳魚として漁獲対象となったが，これまでの傾向（図 4）

から，今後の漁獲主体となる可能性は小さい。一方，2011 年級の資源量は比較的大きいと

推定されている（図 6）ことから，2013 年度の漁獲主体となっていくことが予想される。

これらのことから，2012 年度から 2013 年度にかけては，主体となる年級群が代わるもの

の，資源量や漁獲量が大幅に増減する状況にはないと考えられる。よって，「横ばい」と

判断される。 
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南部

図1 北海道におけるヒラメの過去5カ年（2008～2012年度）

平均漁獲量の月変化

北部：稚内市～積丹町，南部：神恵内村～函館市椴法華

表2 北海道海域におけるヒラメの漁獲量

図2 北海道海域におけるヒラメの漁獲量の変化

北部：稚内市～積丹町，南部：神恵内村～函館市椴法華

表1 VPAの計算条件
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頻
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図3 北海道海域におけるヒラメの全長組成
図4 余市町に水揚げされたヒラメの年齢組成

■：秋漁（11～12月），□：春漁（6～7月）
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図5 北海道海域におけるヒラメの年齢別漁獲尾数の推移

図6 北海道海域におけるヒラメの資源尾数・資源重量の推移

図7 漁獲割合（漁獲尾数／資源尾数）の推移

図8 産卵親魚重量と加入尾数（1歳資源尾数）

との関係

19＿ヒラメ＿日本海～津軽海峡海域

19-72014年度 道総研水産研究本部



図9 北海道海域におけるヒラメの資源水準
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生態表     魚種名：ヒラメ  海域名：日本海～津軽海峡海域     

 

 
図 ヒラメ（日本海～津軽海峡海域）の漁場図 

 

１．分布・回遊 

 宗谷総合振興局オホーツク海側から道西日本海，津軽海峡を経て胆振総合振興局・日高振興局海

域に分布し，日本海と津軽海峡で主に漁獲される。季節的な深浅移動を行い，水温が上昇する春季

に浅海域に移動し，秋季には沖合に分布域を移す。また，９月までは北方向への移動傾向を示し，

11～12月には南下する個体が増大する。 

 

２．年齢・成長（加齢の基準日：８月１日） 

                          (８月時点) 

満年齢 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 6 歳 7 歳 8 歳 9 歳 

全長(cm) 
オス 21 33 40 44 47 48       

メス 22 36 46 53 58 62 65 67 68

体重(g)  
オス 71 316 586 794 933 1,019       

メス 165 779 1,688 2,667 3,572 4,337 4,952 5,430 5,792

（1996～2001年の漁獲物測定資料および試験調査船おやしお丸の標本） 

 

３．成熟年齢・成熟体長 

・オス：２歳から成熟する個体がみられ，全長29cm以上で半数以上の個体が成熟する。  

・メス：２歳から成熟する個体がみられ，全長41cm以上で半数以上の個体が成熟する。 

 

４．産卵期・産卵場 

・産卵期：６月～８月である。 

・産卵場：水深20～50ｍである。 

 

５．その他 

 なし 

 

６．文献 

なし 
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